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プロジェクト管理計画フロー

顧客 上級管理者 プロジェクト管理者 開発リーダー 開発者 構成管理担当者品質保証管理担当者
テンプレート／
ガイドライン

関連する他の
作業プロセス

「ご注意」
本プロジェクト管理計画作成のプロセスは「CQ出版社セミナー」で、CMMIで作成するプロセス定義のイメージをつかんで頂く為にであるために、多少簡潔化したプロセスになっ
ています。実際にプロジェクト計画のプロセス定義を行う場合は、必要な作業をプロジェクトの都合に合わせて追記してください。

要件の内容から具体的な
プロジェクトのスコープの確認す

る

モジュール(サブシステム)に対応
しサブプロジェクトを定義する

サブプロジェクトへ分割する

サブプロジェクト・
リーダーの任命をす

る

プロジェクト管
理者の指名する

要件依頼からプ
ロジェクト立ち
上げの検討する

ライフサイクル
モデルを決定す

る

プロジェクト期間
中に作成する成果
物を特定し明確に

する

プロジェクトの
範囲を明確にす

る

作業に必要なプ
ロジェクトに必
要な資源（担当
者、ツール、費
用）を検討する

成果物を作成する
ための作業にプロ
ジェクトのための
必要な知識とスキ
ルを明確にする

「要件開発活動
　プロセス」

開始

サブプロジェクト
の計画を策定する

サブプロジェク
トが必要か？

「分析・設計
　プロセス」

明確にした成果
物のボリュームを

ガイドラインに
従って見積もる 「成果物の見積もり

　のガイドライン」

【成果物の明確化と見積もりのポイント】
１、明確にする成果物は、納入成果物だけ
　　でなく、プロジェクト期間中の中間的
　　な成果物もすべて明確にして、成果物
　　の作成の作業の工数を見積もる。

２、成果物の作業工数を見積もるには、各
　　成果物のボリュームを成果物毎に適し
　　た見積もり方法（LOC、ファンクショ
　　ンポイント、ページ数,etc）で見積も
　　る。

３、見積もる手順はプロジェクトor組織で
　　ガイドラインを作成し、属人的になら
　　ないようにする。

【ライフサイクルの決定】
１、ライフサイクルは、
　　-ウォーターフォールモデル
　　-V字（V-Shap）モデル
　　-スパイライルモデル
　　-インクリメンタルモデル
　などからプロジェクトの開発プロセス（ライ
　フサイクル）を決める。
２、ライフサイクルが決まるとどのような成果
　　物がどのタイミングで作成されるかが明確
　　化される。

これらの作業
の順番は不同
で可。
並行して検討
する

実績値

誤
差

見積もデータの蓄積、実績値の蓄積の管理

【見積もり値と実績値の記録：メトリックスの管理】
見積もり値は必ず記録し、以後の見積もり用のメトリッ
クスとして利用する

各成果物の見積

[YES]

[NO]

【プロジェクト計画の作業項
目】
１、プロジェクト計画で計画する
　　作業内容には、
   -「構成管理活動計画」
   -「品質保証活動計画」
   -「外注管理活動計画」
   -「リスク管理活動計画」
   -「要件管理活動計画」
　-「進捗管理活動計画」

【プロジェクトのスコープと体
制】
１、プロジェクトのスコープの決定
　　は、並行して実施する要件定義
　　などの作業と一緒に考慮する。
２、開発する製品が継続性がある場
　　合は、過去の作業内容やSWの
　　アーキテクチャ構成などの情報
　　も用いる。
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完了

プロジェクト計画書
の関係者へ配布する

プロジェクトを
運営するにあた
りリスク分析と
管理方法の決定
と初期リスクを
特定し分析する

プロジェクトの
データ管理を計

画する

開発作業、レ
ビューなどに参
画してもらう利
害関係者の関与

を計画する

「構成管理手順
　ガイドライン」

実績値

誤差

【利害関係者】
利害関係者は、プロジェクトのメンバーはもちろん、レビューに参
加してもらう他の部署の有識者、社外の専門家なども含み、プロ
ジェクトの情報を連絡する関係者も含まれる。

【リスク管理活動】
１、ここでの作業はリスク管理と呼ばれる作業で、プロジェクト
　　開始時に想定される「初期リスク」の特定と各リスクへの対
　　応を検討する。
２、リスク管理はプロジェクト期間中を通じて実施される。「リス
　　ク管理」表を作成して実施する。リスク管理表はテンプレー
　　ト化しておく。

【データー管理】
１、データー管理は、プロジェクトで作成する成果物や使用するデー
　　ター、電子データー、機材など物理的なものの両方を管理する。
２、各データーや機材など物理的なものの特長にあわせて、適切な
　　管理　場所、管理手順を計画する。

各成果物の見積
もったボリューム
から、各成果物を
作成する作業工数
と費用の見積もり
をする

「データー管理手順ガイドライン」「データー管理リポジトリー」

プロジェクトの
作業スケジュー
ルを作成する

プロジェクト計
画書を作成する 【プロジェクト計画書】

１、プロジェクト計画は「プロジェクト計画書」という形
　　でまとめる。プロジェクト期間中に常に状況に応じて計
　　画書に修正が必要となれば修正を加える。
２、プロジェクト計画書は、「構成管理計画」「品質保証計画」
　　「外注管理計画」「リスク管理計画」「要件管理計画」など
　　から構成されるため、これらの活動計画をまとめる。

「構成管理リポジトリー」

プロジェクト計画書のレビューを実施する

プロジェクト計
画書へ承認する

プロジェクト計
画書の承認する

利害関係者のプロジェクト計画へのコミットメントと承認に獲得する

[OK]

[NG]

「再検討が必要な作業に戻る」

「プロジェクト計画書
　のテンプレート」

「構成管理活動
　プロセス」

「リスク管理表
　のテンプレート」

   -「要件管理活動計画」
　-「進捗管理活動計画」
　などから構成される。
２、１つ１つの活動内容にボ
　　リュームがあるため、別紙と
　　して作成されることが多い。

「構成管理活動
　プロセス」

「進捗管理活動
　プロセス」

「構成管理活動
　プロセス」

「品質保証活動
　プロセス」

「リスク管理活動
　プロセス」

「要件管理活動
　プロセス」

プロジェクト計画書
のベースライン化を

行う


